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【学力向上フロンティアスクール用中間報告様式 （小学校用）】
都道府県名 北 海 道

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）
学校名 鷹栖町立北野小学校
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数
学級数 １ １ １ １ １ １ ２ ８
児童数 ２７ ３２ １５ ２９ ２５ ３６ ２ １６６ １４

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題
「確かな学力」の向上と「豊かな心」を育てる授業の創造

～学ぶ楽しさとわかる喜びにあふれた授業を求めて～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1
１～６年算数（個に応じたきめ細かな指導による基礎・基本の確実な定着を図るため）
３～６年総合（個に応じたきめ細かな指導による生きる力の育成を図るため）

( ) 年次計画2
○ テーマ
「確かな学力」の向上と「豊かな心」を育てる授業の創造
～学ぶ楽しさを味わい，わかる喜びにあふれる授業を求めて～

○ 研究の見通し（仮説）
平 １ 算数科において，個に応じた指導を行うためのティームティーチングを活用すること
成 により，子どものつまずきを把握し，理解の状況に応じた指導ができる。

２ 総合的な学習の時間において，興味・関心や学習スタイル等に応じた学習課題の選択14
年 を生かすためのティームティーチングや地域人材を活用することにより，学ぶ意欲が高

， 。度 まり 自ら課題を見つけ見通しを持って解決しようとする態度を育成することができる
○ 研究内容・方法
・学習意欲を高め，学ぶ楽しさを実感させる指導計画の工夫
・個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫
・一人一人のよさや可能性を伸ばし個性を生かす評価の工夫

○ テーマ
「確かな学力」の向上と「豊かな心」を育てる授業の創造
～学ぶ楽しさとわかる喜びにあふれた授業を求めて～

○ 研究の見通し（仮説）
平 １ 教材教具や問題の提示を工夫し，子どもたちの知的好奇心や探求心を高める算数的活
成 動を取り入れることで，学習意欲が喚起され，自ら進んで問題解決に取り組むことがで

きる。15
年 ２ 繰り返し学習やティームティーチングを取り入れることで，子ども一人一人の実態を
度 的確に捉えるとともに，確実に指導内容の定着を図ることができるだろう。
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３ 単元や授業の中に，子どもが自ら学習を振り返る場面を設定することで，子ども一人
一人が自分の学習状況を確認することができ，自分自身の変容やお互いのよさを認め合
い，次の学習への意欲化が図れる。

○ 研究内容・方法
・学習意欲を高め，学ぶ楽しさを実感させる指導計画の工夫
・個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫
・一人一人のよさや可能性を伸ばし，個を生かす評価の工夫
※研究の仮説についての変更理由

昨年度の研究教科が国語科・算数科・総合の３本であったが，本年度は国語科をはず
して算数科と総合的な学習に研究教科を絞ったため，仮説についても特に算数科に適合
する方向で変更を行った。

○ テーマ
「確かな学力」の向上と「豊かな心」を育てる授業の創造
～学ぶ楽しさとわかる喜びにあふれた授業を求めて～

○ 研究の見通し（仮説）
平 １ 教材教具や問題の提示を工夫し，子どもたちの知的好奇心や探求心を高める算数的活
成 動を取り入れることで，学習意欲が喚起され，自ら進んで問題解決に取り組むことがで

きる。16
年 ２ 繰り返し学習やティームティーチング，教科担任制を取り入れることで，子ども一人

， 。度 一人の実態を的確に捉えるとともに 確実に指導内容の定着を図ることができるだろう
３ 単元や授業の中に，子どもが自ら学習を振り返る場面を設定することで，子ども一人
一人が自分の学習状況を確認することができ，自分自身の変容やお互いのよさを認め合
い，次の学習への意欲化が図れる。

○ 研究内容・方法
・学習意欲を高め，学ぶ楽しさを実感させる指導計画の工夫
・個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫
・一人一人のよさや可能性を伸ばし，個を生かす評価の工夫
・研究の成果と課題のまとめ
※研究の仮説について
特に，３年次であるため，算数科の研究で積み上げた成 果を他の教科にも広げ，教員

個々の特性を生かす教科担任制の充実を目指す。

( ) 研究推進体制3

研究推進委員会
＜教頭，教務（フロンティアティーチャー ，研修部長，校内研修担当，教科担任＞（５名））
昨年度は，教育課程検討委員会が推進の主体であったが，今年度は研究推進委員会が研究を推

進してきた。特に，低学年ブロック（第１～３学年）と高学年ブロック（第４～６学年）の２ブ
ロック体制を継続し，充実した研究を目指し取組を進めてきている。
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Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１ 研究の成果
◇研究内容１＜学習意欲を高め，学ぶ楽しさを実感させる指導計画の工夫＞について
・指導内容を踏まえた指導方法を明確にすることにより，見通しをもった授業を構築すること
ができた。

・教科書の指導内容を分析し，指導計画に基礎的・基本的な内容を位置付けることができた。
・子どもたちが意欲的に活動し，思考を深めることができる教材教具の提示の仕方などの工夫
することができた。

◇研究内容２＜個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫＞について
・ティームティーチングを取り入れたことにより，より個に応じた指導を行うことができるよ
うになった。
・ 繰り返し学習」を行うことにより，算数の苦手な子も１時間の中で理解を深めていくこと「
ができ，意欲的に学習に取り組めるようになった。

・授業の中での計算スキルの活用や「コース別学習」の導入により，子ども自らが習熟の程度
に応じてコースを選択することができ，意欲的に学習に取り組めるようになった。

◇研究内容３＜一人一人のよさや可能性を伸ばし，個を生かす評価の工夫＞について
・評価の観点を明確にし、１時間ごとの評価規準を指導計画などに位置付けることができた。
・単元の導入前や学習過程において，事前テストや学習指導チェック表等により，子どもたち
の学習状況を的確に把握し，指導の改善に生かすことができた。

《資料１》

（教研式ＣＲＴ学力検査より） Ａ：十分満足 Ｂ：おおむね満足 Ｃ：努力を要する観点別の実現状況

（ ） （ ） （ ） （ ）現６年 現５年１５年度 ６年時 １４年度 ５年時 １５年度 ５年時 １４年度 ４年時

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）観点項目 観点項目全国 ％ 学級 ％ 全国 ％ 学級 ％ 全国 ％ 学級 ％ 全国 ％ 学級 ％

Ａ ８０ ６７ ５２ ３１ Ａ ７６ ５６ ６２ ４４
Ｂ １５ ２８ ３１ ４０ Ｂ １７ ２８ ２７ ３５関心・意欲・態度 関心・意欲・態度

Ｃ ５ ６ １６ ２９ Ｃ ７ １６ １１ １９
Ａ ３４ １９ ２８ １１ Ａ ４１ ３６ ５３ ４２
Ｂ ２７ ３６ ３１ ２０ Ｂ ２８ ２８ ２３ ３１数学的な考え方 数学的な考え方

Ｃ ３９ ４４ ４２ ６９ Ｃ ３１ ３６ ２４ ２７
Ａ ５７ ４４ ４２ １７ Ａ ７０ ６０ ５５ ３８
Ｂ ２８ ２２ ３４ ４６ Ｂ １８ ２０ ２７ ２７表現・処理 表現・処理

Ｃ １５ ３３ ２４ ３７ Ｃ １２ ２０ １７ ３５
Ａ ７５ ５３ ４０ ３ Ａ ７８ ６８ ５５ ４２
Ｂ １８ ３１ ３９ ５７ Ｂ １６ ２４ ３１ ４２知識・理解 知識・理解

Ｃ ７ １７ ２０ ４０ Ｃ ６ ８ １４ １５
Ａ ５７ ４４ ３５ １１ Ａ ６５ ５６ ５３ ４６
Ｂ ３３ ３１ ３７ ３７ Ｂ ２７ ２４ ３０ ２７全 観 点 全 観 点

Ｃ １０ ２５ ２８ ５１ Ｃ ８ ２０ １７ ２７
《資料２》算数の勉強は好きですか＜校内算数学習アンケートより抜粋＞

学年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年
回答選択肢 年度 昨年 今年 昨年 今年 昨年 今年 昨年 今年
好き・楽しい １０ １２ １１ ８ １７ ２１ １７ ２６
ふつう ４ ４ １５ １５ ６ ３ １６ ９
嫌い・つまらない ２ ０ ３ ６ １ ０ ３ １
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２． 今後の課題
今年度の研究から以下のような課題に引き続き取り組む必要がある。
○ 本時の目標を達成するための有効な問題作成や問題提示の工夫が必要である。
○ ティームティーチングの効果的な取り入れ方や，個に応じた指導方法を工夫する必要があ
る。

○ 学習内容の理解を図る教材を開発するとともに，計算力など基礎的・基本的な事項の定着
を図る必要がある。

○ 自己評価や相互評価も含め，次時への意欲を高める評価活動を工夫する必要がある。
特に，次年度は指定の最終年度であり，２年間の算数科を中心とした成果を生かし，他教

科への取組の拡大や，教員の専門性を生かした教科担任制の拡充についても取り組む必要が
ある。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組
教研式 標準学力検査（ＣＲＴ）の実施（４月実施）

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及
・研究会，説明等の開催実績及び開催予定

期 日 場 所 テ ー マ 対 象
平成１５年１１月２８日 北野小学校 学力向上フロンティア公開研究会 全道，地域，保護者
平成１６年 ２月 ７日 北野小学校 地域参観日 保護者，地域
＜その他＞

・平成１５年度北海道公立学校教育課程実践研究成果への応募＜全文掲載＞

◇次の項目ごとに，該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 □１４年度からの継続校b

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級b

□１３～１８学級 □１９～２４学級
□２５学級以上

【指導体制】 □少人数指導 □Ｔ．Ｔによる指導b

□一部教科担任制 □その他b

【研究教科】 □国語 □社会 □算数 □理科b

□生活 □音楽 □図画工作 □家庭
□体育 □その他（総合）b

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 □有 □無b
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